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1.6%アガロース､ 1ⅩTAE､ゲル長6cmのミニゲルである｡反応サイクルは､ A (94℃､ 2分) -
B (94℃､ 1分;35℃､ 1分;72℃､ 2分) -C (72℃､ 5分)で､ Bを45サイクル繰り返した｡30






























ルは2%アガロース､ 1ⅩTAE､ゲル長12cm｡反応サイクルは､ A (94℃､ 3分) -B (94℃､ 45
秒; 67.5℃､ 45秒; 72℃､ 45秒)-C(72℃､ 7分)で､ Bを40サイクル繰り返した｡反応液(30
pl)の組成は10 mM Tris-HCl (pH 8.3) /50 mM KCl/1.5 mM MgC12 /0.1 mM each dNTP/0.33 pM
eachPrimer/0.5UTaq｡これに各DNA抽出液0.5-1 Lllを鋳型として加えた｡
レーン1は50bpラグ一､ 9はネガティブコントロール､レーン2-6はいずれもキレックス/99
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